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お わ り に
今回は『火車集』の作品の内，戦争描写のあ
るものに絞って取り上げてみた。そして，本論
文で，老舎の戦争描写の萌芽の部分を確認し，そ
の表現の仕方の特徴を検討した。このところで
はいくらか老舎の特徴を言うことができたので
はないか。
戦争を描いた作品で，そもそも庶民を戦争に
動員するために書いたのか，それとも人間の永
遠のテーマをえぐり出すために書いたのかを判
断することは難しいところもある。しかしなが
ら，老舎の作品は，少なくとも，今回取り上げ
たものは，戦争下に表れる人間の本質に関わる，
重要な，一つの局面をきちんと描き出している
ような気がする。
ただ，老舎の作品とは少し離れるが，逆に，戦
争下で必要なものが，必ずしも，平和な時代に
もすべて必要なものとは限らない。戦争下で，余
りにも重要だ，必要だと，それを強調してしま
うと，却って平和の妨げになることもあるので
はないか，ということも知っておかなければな
らないことのように思う。
なお，今回考察しなかった作品もある。『“火”
車』『 』『我這一輩子』である。これらも魅力
的な作品であり，これらについても，後の機会
に，是非論じてみたい。（完）
【注】
本論文のテキストは『老舎全集第7巻』（人民文学出
版社・1999年）を使用した。したがって，ここで表記
するページは，このテキストのものである。なお，こ
の短篇集は『老舎文集第9巻』（人民文学出版社・1986
年），或いは『老舎小説全集11』（人民文学出版社・1993
年）にも入っている。翻訳方面では，『火車集』の『我
這一輩子』だけは『老舎小説全集7 火葬 私の一生』
（平松圭子 日下恒夫・学研・1982年）にある。
(1) (『老舎小説全集 四世同堂（下）』「老舎年譜」日
下恒夫編・学習研究社）より。
(2) このほかにも，「7・7」以前の作品には，例えば
『我這一輩子』には，自国の兵隊に対する批判的
な表現がある。もちろんこれは作品の時代背景
も違うし，兵隊といっても，歴史的に見ても，も
ともと問題のあった軍閥の兵隊というものに
対する風刺的表現であるが，このような兵隊を
も含めて，後の作品から自国の兵隊に対する風
刺的な書き方も消えているようにみえる。た
だ，この点については，さらなる調査が必要で
ある。
(3)『四世同堂』は『惶惑』『倫生』『飢荒』の三部か
らなっている。この作品は短期間にできあがっ
たものでなく，日中戦争終結後もずっと書き続
けられた。この状況をここに少し紹介してお
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く。この三部うち『惶惑』は1944年に書き始め
られ，1945年始めに完成した。発表は，雑誌『掃
蕩報』でおこなわれ，1944年１１月10日から
1945年9月2日まで連載された。『倫生』は
1945年，『惶惑』完成の後に，書き始められた。
この『倫生』は1945年11月に単行本として良
友復興図書印刷公司から出版されている。『飢
荒』は遅くとも1949年までには原稿ができあ
がっていたと考えられている。発表は雑誌『小
説』に1950年5月1日から1951年1月1日ま
で連載された。しかし，この『惶惑』は未発表
原稿があり，その未発表部分は1982年雑誌『十
月』第二期に掲載された。
(4) ◎拙論「老舎『火葬』試論」（八戸工業大学紀要
第22巻）◎拙論「老舎『四世同堂』試論」（八
戸工業大学紀要第23巻）。この論文がまさにそ
うである。参照して欲しい。
(5) 同（4)
(6) 同（4)
(7) 同（4)，ただ拙論「老舎『四世同堂』試論」で，
理想的人物については，特に取り上げて書いて
はいない。
(8)『老舎全集第7巻』p.585
(9) (4）の論文で特に取り上げてはいないが，作品
の中心になる「四世同堂」の一家が飢えに苦し
む様子は実に克明に描かれている。このことは
『四世同堂』の第三部が『飢荒』であることから
も推察できるだろう。
(10)『老舎全集第7巻』p.399
(11) この点については，拙論「老舎『火葬』試論」（八
戸工業大学紀要第22巻）で述べている。『火葬』
の原点がこの作品にあるかのようである。
(12)『老舎全集第7巻』p.413
(13)『老舎全集第7巻』p.503
(14)『老舎全集第7巻』p.402
(15)『老舎全集第7巻』p.502
(16)『老舎全集第7巻』p.504
(17) 漢奸は『四世同堂』『火葬』どちらにも登場する。
漢奸については，拙論「老舎『火葬』試論」（八
戸工業大学紀要第22巻），拙論「老舎『四世同
堂』試論」（八戸工業大学紀要第23巻）で特に
詳細に論じている。
(18)『老舎全集第7巻』p.499
(19)『老舎全集第7巻』pp.503-504
(20)『中日大辞典』（愛知大学中日大辞典編纂処・大
修館書店）
(21)『老舎全集第7巻』p.573
(22)『老舎全集第7巻』p.582
(23) 同（11)
(24)『老舎全集第7巻』pp.586-587
(25) 同（4)
(26)『老舎全集第7巻』p.590
(27)『老舎全集第7巻』p.596
(28)『老舎全集第7巻』p.597
(29) 同上
(30) 同上
(31)『老舎全集第7巻』p.598
(32)『老舎全集第7巻』p.601
(33) 同上
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